























































































































































































































































































































































 4   United Nations（2015）Transforming our world:  the 2030 Agenda  for Sustainable 
Development, 我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ（外
務省 仮訳）, p. 17, https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000101402.pdf.



































mex t . g o . j p / b _menu/ sh i ng i / c hukyo / chukyo 0 / t ou sh i n / _ _ i c sF i l e s /
afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf .
19   中央教育審議会（2018）2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）,p. 11, 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfi
le/2018/12/20/1411360_1_1_1.pdf .
20   50周年記念誌編集委員会（2015）白百合女子大学創立50周年記念誌, p. 94.
21   同上参照。ショーヴェ神父によるこうした教育ヴィジョンは、自身が育まれてきた
学びの環境や時代背景から生み出されたものであった。「ルヴェヴィルに赴任するや
いなや学校設立を実現するために村人の説得に奔走し、ダビド師によって掘り起こ
された村役場等の記録によれば病人や貧しい人々の世話に奔走する毎日だったとい
うショーヴェ師の姿を考えてみると、ショーヴェ師にとってそれまでの学びは学問
のための学びというよりも、その学びを人々に対する『愛に変えていく学び』――
本学クララ・ホールに掲げられている初代学長メール・クララ三島の言葉にあるよ
うに――であったといえよう。」佐々木裕子（2017, 6, 30）白百合の源泉をたどる 3.ア
ヴィニヨン Avignon ――「宣教司祭」としての一歩, クロニカ CHRONICA 白百合
女子大学キリスト教文化研究所所報 No. 37, p. 7.
22   白百合女子大学創立50周年記念制作ウェブページ『白百合学園のルーツ シャルトル
聖パウロ修道女会の歴史と精神』, 3. 修道会-2）共同創立者, https://www.shirayuri.
ac.jp/spc/congregation2.html　を参照。
23   SPCの活動は、「宣教」「福祉」「教育」の3つの領域にわたる。日本での各領域にお
ける活動概要については、シャルトル聖パウロ修道女会日本支部のホームページに
おける「活動紹介」, http://spc-japan.org/propagation.php, http://spc-japan.org/
welfare.php, http://spc-japan.org/education.php を参照。
24  「素朴を愛し、自分たちが重要な人間、必要な存在であるなどと考えることなく、自
分たちの会が創立されたのは、教会の他の重要な修道会が子どもの教育や病人の看
護に手がまわらないところを、その司教区において補うためであること、そして自
分たちはいわばそれらの修道会のできないところを引き受けるものにすぎないとい
うことを決して忘れてはなりません。」会則草案第1章, シャルトル聖パウロ修道女会
― 17 ―
日本支部のホームページにおける「霊性」 http://spc-japan.org/soul.php を参照。 ま
た、『50周年記念誌』,p. 96、『白百合学園のルーツ』,3-5）会の精神, https://www.
shirayuri.ac.jp/spc/congregation5.html　を参照。
25 「白百合女子大学における教育の基本理念はキリスト教、特にカトリシズムの世界観
による人格形成にある。本学の母体であるシャルトル聖パウロ修道女会の創立の精
神に則り、知性と感性との調和のとれた女性の育成をめざす。」白百合女子大学ホー
ムページ「建学の精神・教育目標」, https://www.shirayuri.ac.jp/guide/spirit/index.
html を参照。
26   同上参照。
27   一人ひとりが自らの意識と実践を検証するための手立てとして、以下のような3つの
問いが具体的に提示された：「1. 各施設で提供されているプログラムや活動、奉仕な
どが、キリストとその福音の価値観を伝える証しとなっているかどうか、2. そこで
行われている教育や人々へのケア、司牧活動をできる限り質の良いものとするため
に、与えられている様々な資源や能力をどのように統合して、今、行われている実
践を改善することができるかを考えているかどうか、3. それを担う人々の養成のた
め、また活動計画を立てそれを実践していくために、そこで働く人々がお互いに気
軽に出会え、知り合える機会を増やし、始めたことを進め発展させていくよう励ま
し導いているかどうか」佐々木裕子（2017, 12, 20）総長メール・マリア・ゴレッティ
をお迎えして――ショーヴェ師の精神を現代に生きるということ――, クロニカ 
CHRONICA 白百合女子大学キリスト教文化研究所所報 No. 38, p. 8。
28   現在に至る20年余りのSPCフィリピン支部における修道会管区刷新と教育改革の報
告として、佐々木裕子（2019, 6, 30）フィリピンにおける修道会の刷新プログラムの
歩み（1）――シャルトル聖パウロ修道女会フィリピン管区との20年から, クロニカ 
CHRONICA 白百合女子大学キリスト教文化研究所所報 No.41, pp.2-4を参照。末尾
には、「その（執筆者注：2019年第15回国際SPC教育者大会の）内容と大会の視点に
ついてはそこに至るまでの経緯と共に次号で紹介させて頂くことにする」と記され
ている。
29   セント・ポール・カレッジ・パシッグ校ホームページ, “About”, ”Vision- 
Mission”, https://www.spcpasig.edu.ph/vision-mission/ を参照。「学業に優れ」て
いることの内実として、「問題解決のため創造的かつ批判的な考察を示し、広い視野
に立った決断をし、質の高い働きを開発し生産すること」「情報・メディア・テクノ
ロジーを、合理的に、倫理にかなう形で、責任をわきまえて駆使すること」「リーダー
シップを発揮すると同時に、アイデア交換のため、新たな理解を創造するため、ま
た展望を探るため他者と協働し、実生活の様々な状況に知識を応用すること」「学び
への積極的な姿勢を表し、生涯を通じて学び続けることに励むこと」を、「道徳的に
正しく」あることの内実として、「自己と他者との関わりにおいて、敬意と誠実さを
重んじること」「ありのままのいのちを尊び、全被造物の尊厳を支持すること」「共
同体及び社会において、キリスト教カトリックの価値観を示す良いロールモデルと
なること」を、そして「社会に対して責任感を持つ」ことの内実として、「国の伝統
に誇りを持ち、国家建設に意欲的に参加できること」「貧困の軽減、環境保全、そし
― 18 ―
て平和の構築のため進んで活動し、応えること」「個性と文化的相違を認識し、尊ぶ
こと」「地域社会及びグローバル社会のメンバーとして、生産的に働けると示すこと」
を挙げている。
30  Father Louis Chauvet Foundation School（June 2017-March 2018）The Official 
Student Publication of Fr. Louis Chauvet Foundation The Paulight “Igniting the 
Flame, on Behalf of its Name”, Vol. III, Issue No. 1, p. 15. FLCFでは日本で言うと
ころの小学6年生（Grade 6）修了時と高校3年生（Grade 12）修了時に卒業セレモニー
を行っている。2018年春で、小学生の卒業セレモニーは6回目を数えた。
31   保護者による労働の具体例としては、清掃、ガーデニング、施設修理、食事作りな
どがあり、本稿執筆者が訪問した際も保護者による手料理がふるまわれた。
32   取組を支える人―取組によって支えられる人、との厳然たる区別は、理念上FLCF
の取組でなされておらず、初期キリスト教時代から大切にされてきた人間を神の像
とするキリスト教的人間理解に照らしても異質なものである。キリスト教的な神の
像たる人間理解については、経済的・社会的・身体的困窮者に関する教父説教を用
いて考察した拙稿（2019, 6, 30）神にかたどられた人間――ニュッサのグレゴリオス
の人間理解, クロニカ CHRONICA 白百合女子大学キリスト教文化研究所所報 No. 
41, pp. 4-7 を参照。
